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　これまで『議会報告会』として議会の活動状況を市民の皆さまにお伝えするとともに、市民の皆さ

まとの意見交換の機会としてまいりましたが、今回からは『市民との意見交換会』と名称を改め、議

会からの報告を最小限にとどめ、意見交換を重視するよう心掛け開催させていただきました。会場

も市民の皆さまに身近な各地区の町内会館等を活用させていただき、12会場全体で113名の方にご

出席をいただきました。改めまして、開催の準備や周知にご協力いただいた町内会長はじめ役員の

皆さま、ご参加をいただきました市民の皆さまに感謝とお礼を申し上げます。

　ご参加の皆さまからは、議会運営に対するご意見をはじめ、防災に関するご意見や、継続的な地域

課題など、行政に対する要望等も多くいただきました。お寄せいただいたご意見やご要望などに対

しましては、議員間で情報を共有するため、12月3日に全議員参加による意見交換を行い内容の全

体化を図ってきたほか、市政に対する要望については、内容を精査し、8項目について市長の見解を

求め回答を得ています。議会といたしましても、いただいたご意見や市長回答に対し、所管する常任

委員会において検討を行い、課題を精査し市政に反映させるための取り組みを行っているところで

す。

　この増刊号には、市長からの回答を全文掲載しておりますが、意見交換内容は一部のみの掲載とな

っています。詳細については議会ホームページをご覧いただくか、議会事務局までお問い合わせく

ださい。

「
市
民
と
の
意
見
交
換
会
」
報
告

会
単
位
の
開
催
も
取
り
入
れ
、
今
回
か
ら
は
名
称
を
『
意
見
交
換
会
』
に
改
め
、

よ
り
発
言
し
や
す
く
、
よ
り
細
か
く
意
見
交
換
が
で
き
る
よ
う
配
慮
し
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
意
見
交
換
会
は
、
４
班
体
制
で　

月　

日
か
ら
６
日
間
に
わ
た
り　

町

10

29

12

内
会
で
行
い
１
１
３
名
の
方
に
参
加
を
い
た
だ
き
、
議
会
を
は
じ
め
市
政
運
営
に

対
し
多
く
の
質
問
、
意
見
、
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
意
見
、
要
望
は
各
班
で
ま
と
め
議
員
全
体
で
内
容
を
報
告
し
、
特
徴

的
な
意
見
や
共
通
す
る
課
題
を
８
項
目
に
ま
と
め
加
藤
市
長
に
報
告
し
て
見
解
を

求
め
ま
し
た
。
先
般
１
月　

日
に
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
市
民
の
皆
さ
ま

17

に
報
告
を
し
ま
す
。

　

さ
て
、
私
達
、
名
寄
市
議
会
議
員
の
任
期
は
４
月
末
迄
で
す
。
４
年
前
の
選
挙

は
史
上
初
め
て
議
員
定
数
と
同
数
の
立
候
補
と
な
り
結
果
無
投
票
と
な
り
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
は
色
々
な
感
想
、
意
見
が
あ
っ
た
事
は
充
分
承
知
を
し
て
お

り
、　

名
の
現
職
議
員
と
し
て
も
歯
痒
い
４
年
間
で
あ
り
ま
し
た
。
故
に
議
会
活

18

動
の
活
性
化
と
市
民
と
の
意
見
交
換
を
き
め
細
か
に
行
い
、
私
達
議
員
が
い
か
に

市
民
と
共
に
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
、
生
活
に
密
着
し
た
活
動
が
で
き
る
か
、
そ
し

て
そ
の
活
動
が
理
解
し
て
頂
け
る
よ
う
に
「
見
え
る
化
」
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
４
年
間
で
は
大
き
く
変
え
る
事
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
無
競
争
は
大
き

な
転
機
に
な
っ
た
事
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

本
年
実
施
さ
れ
る
選
挙
が
ど
の
様
に
な
る
の
か
は
今
の
時
点
で
は
想
像
で
き
ま

せ
ん
が
、
少
子
高
齢
化
や
都
市
へ
の
人
口
集
中
や
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
自

然
災
害
へ
の
備
え
な
ど
、
地
方
に
課
せ
ら
れ
た
課
題
は
多
く
重
大
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
名
寄
で
育
つ
子
ど
も
や
こ
の
地
で
生
涯
を
生
き
る
高
齢
者
に
心
を
寄
せ
て
名

寄
の
未
来
を
夢
み
る
勇
者
に
多
く
の
市
民
が
期
待
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
名
寄
市
議
会
は
、
市
民
に
信
頼
さ
れ
る
議
会
を
目
指
し
活
動
し
て

い
く
も
の
と
確
信
し
て
議
会
報
増
刊
号
発
刊
に
あ
た
っ
て
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

名
寄
市
議
会
議
長　

黒　

井　
　
　

徹

　

名
寄
市
議
会
の
活
動
状
況
を
市
民
の
皆
さ
ま
に
報
告

し
、
皆
さ
ま
か
ら
ご
意
見
を
伺
い
市
政
に
反
映
す
る
と

と
も
に
、
議
会
活
動
の
見
え
る
化
を
積
極
的
に
推
進
す

る
た
め
、
昨
年
か
ら
は
報
告
会
を
年
２
回
と
し
、
町
内

名寄市議会「市民との意見交換会」実施概名寄市議会「市民との意見交換会」実施概要要
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≪市民との意見交換会 班別実施状況≫

　今回の意見交換会では、議会報告として定例会の審議状況、各常任委員会の行政視察などにつ

いて説明をさせていただきましたが、できるだけ報告時間を短縮し、市民の皆さまとの意見交換

や対話の時間を重視し開催させていただきました。班編成および開催状況は下記のとおりです。

市民との意見交換会 班別実施状況

Ｄ 
班

班　　長　奥　村　英　俊（議会運営委員会副委員長、経済建設常任委員会委員長）

班　　員　大　石　健　二（市民福祉常任委員会副委員長）

　　　　　東　川　孝　義（経済建設常任委員）

　　　　　野　田　三樹也（総務文教常任委員）

担当会場　１０月２９日　南５区町内会館　　参加者８人

　　　　　１０月３０日　新大橋会館　　　　参加者１９人

　　　　　１１月２０日　風連日進コミセン　参加者１３人

Ｃ 
班

班　　長　山　田　典　幸（議会運営委員会委員長、総務文教常任委員）

班　　員　高　野　美枝子（総務文教常任委員会副委員長）

　　　　　佐々木　　　寿（市民福祉、経済建設常任委員）

　　　　　川　村　幸　栄（経済建設常任委員）

担当会場　１０月２９日　総合福祉センター　参加者３人

　　　　　１０月３０日　徳田区福祉会館　　参加者９人

　　　　　１０月３１日　砺波会館　　　　　参加者６人

Ｂ 
班

班　　長　佐　藤　　　靖（副議長、総務文教常任委員）

班　　員　東　　　千　春（総務文教常任委員会委員長）

　　　　　高　橋　伸　典（市民福祉常任委員）

　　　　　佐久間　　　誠（経済建設常任委員）

　　　　　浜　田　康　子（市民福祉常任委員）

担当会場　１０月２９日　西１２区町内会館　　参加者１３人

　　　　　１０月２９日　麻生福祉センター　参加者６人

　　　　　１１月２日　仲町集会所　　　　参加者１２人

班　　長　黒　井　　　徹（議長）

班　　員　熊　谷　吉　正（市民福祉常任委員会委員長）

　　　　　川　口　京　二（経済建設常任委員会副委員長）

　　　　　塩　田　昌　彦（市民福祉常任委員）

　　　　　山　崎　真由美（総務文教常任委員）

担当会場　１０月２９日　１０区町内会館　　　参加者６人

　　　　　１０月２９日　旭東福祉会館　　　参加者８人

　　　　　１１月 １日　豊西福祉会館　　　参加者１０人

Ａ 
班
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西１２区町内会館　参加１３人
 　過疎や少子化でお墓を継ぐ人がいなくなってく

る。合同墓についての見通しは。
 　話しは出るが着手はしていない状況。高齢化が

進み独居の方も増えており、お墓の問題はゆっ
くり待っていられない課題と認識している。持
ち帰り具体的に協議していきたい。

問

答

 　９月６日の停電時に市広報車の音がよく聞こえ
なかった。各種緊急車両や「Airてっし」も活
用し緊急時の情報伝達をしてほしい。

 　スピーカーの増強などを市に訴えている。緊急
車両にはそれぞれ役割があり活用は難しい。今
回の教訓を生かし今後の対策につなげることが
重要。

問

答

 　行政視察で図書館を見ていると思うが、名寄の
図書館は老朽化している。今後の見通しは。

 　総務文教常任委員会で名寄らしい図書館像を検
討中。視察先の先進的な図書館は地域コミュニ
ティの場となっていた。委員会として１２月ま
でに方向性を出したい（委員長報告を議会ホー
ムページに掲載中）。

問

答

旭東福祉会館　参加８人
 　幕別橋の欄干が錆びていて老朽化が目立つ。穴

が開く前に対策をお願いしたい。
 　橋の長寿命化に対しある程度の予算が確保され

ている。昨年から今年にかけて、240余りの橋
についてドローンを使用して調査したと聞いて
おり、順に対策がなされる予定である。

問

答

 　災害時には、河川敷の氾濫状況をよく見て危機
管理をしてほしい。また、老木・古木が倒れる
こともあり、事故につながらないよう対策を求
める。

 　定期的に巡回等を行い、少しずつではあるが枝葉
の整理はしている状況。さらに意識をしながら、風
水害等に耐えられる対策が必要と認識している。

問

答

 　９月の停電では、市内で様々な問題が起きたは
ず。全体的な責任の所在はどこにあるのか一定
の追及をすべきではないか。

 　原因の追及や今後の対応などは北海道や北電レ
ベルで進められていると認識しているが、具体
的な報告は受けていない。対策に対する要望活
動は必要と考える。

問

答

南５区町内会館　参加８人
 　市長から高校の統廃合の話が出ていた記憶があ

る。名寄近郊から旭川に通学する学生が多く市
や議会も危機感を持つべきでは。

 　地域の重要な課題である。遠くない時期に動き
が出てくると認識しており、地域の問題として
議会としても受け止める。

問

答

 　商店街がさびれている。若い人の起業や、新規
出店などに対し手厚く補助など出来ないか。

 　新規出店や店舗改修に対しては、名寄市中小企
業振興条例で様々なメニューが用意されており、
商工会議所や金融機関と連携した支援がされて
いる。見直しが必要な部分もあるかもしれない
が、充実した支援制度となっている。

問

答

 　市立総合病院の駐車場が不足している。２階建
てなどを検討する必要があるのでは。

 　休日明けは患者さんが多く、不足状況にあると
聞いている。新たな設備投資をした場合は有料
化となることも考えられ、逆に路上駐車が増え
ることも想定される。慎重な検討が必要な課題
と認識している。

問

答

◇各会場からいただいたご意見◇
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麻生福祉センター　参加６人
 　無投票が続いており議員の成り手がいない。ど

のように議会改革すべきなのか議会としての考
えは。

 　報酬や定数を変えることが必要なのか、議会議
論の活性化が必要なのか難しい課題であるが、
活発な活動ができるよう全体で意識していく。

問

答

 　議会がもっと市政をリードしていくべき。総合
計画なども含め議会の果たす役割はもっとある
のでは。市民に熱意が伝わってこない。

 　総合計画については、12月の議会で中期基本計
画をしっかり議論していく。近頃選挙がなく本
当にこれでいいのかという議論もあるが、議会
全体への指摘として受け止める。

問

答

 　名寄の経済は今のままでは厳しい。市立大学卒
業生の地元就職は少ないが、教育と福祉を充実
させることで名寄を盛り上げては。

 　名寄市立大学生の国家試験合格率は看護師、管
理栄養士は100％。社会福祉士も高い合格率と
なっている。高齢化社会でも安心して暮らせる
名寄にしなければならない。

問

答

総合福祉センター　参加３人
 　意見交換会への参加者が少ない。開催時期や時

間帯、告知方法などを工夫してみてはどうか。
テーマを決めて具体的な議論をするなど開催方
法の検討も必要なのでは。

 　貴重な意見として受け止め検討させていただく。

問

答

 　日進地区再整備基本構想とはどういうものか。
カーリング場の通年化を望む声もあるが反映さ
れるのか。

 　日進地区の各施設を改めて見直し、市民の利用
促進や合宿誘致などを目指すもの。経済建設常
任委員会でも調査研究を行っている。カーリン
グ場の通年化は費用の問題も含め難しい課題。

問

答

 　高齢化により市の広報をスムーズに配布できず苦
慮している。同時配布のチラシ等も多く読まない
人も多い。必要な情報を的確に伝える工夫が必要。

 　同様の事例が増えている。地域や町内会の中で
の日常の関わりが今後一層重要になってきてい
る。高齢化を含め情報提供のあり方を考える時
期にきている。

問

答

10区町内会館　参加６人
 　なよろ温泉サンピラーを改修すると聞いている。

進捗状況は。
 　今年度中に基本設計、次年度以降に実施設計を

行い、その後工事という流れとなる予定。経済
建設常任委員会でも、市民の皆さんの意見を伺
い、考え方を市に提案したいと考えている。

問

答

 　「健康の森」をよく利用をするが、柵が壊れてい
たり池の水も汚れている。芝桜も草だらけであ
る。春先に行政と議会で視察を行ってはどうか。

 　持ち帰り市に意見を伝える。また、視察も実現
できるよう検討したい。　

問

答

 　市営球場について、以前、全道シニア大会の際、
大雨で名寄市営球場が使えず風連球場で開催し
た。水はけが悪いようだが整備や管理の状況は。

 　２年前に整備が行われ、かなり改善された。今
後も計画的に改善をしていくよう訴えていく。

問

答

◇各会場からいただいたご意見◇
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砺波会館　参加６人
 　砺波保育所について、高齢化と戸数減に伴い今

後のあり方を考えなければならない時期にきて
いる。行政としてどのように対応できるのか聞
きたい。

 　市内、郊外を問わず施設整備も含めて保育所の
あり方を改めて考えなければならない時期と認
識している。今後、地域の意向も含め行政と協
議が必要と考える。

問

答

 　農村地区の町内会は、人口減・戸数減に伴い活
動の継続が限界にきている。町内会の統合・再
編を検討する時期と考えるが見解は。

 　現状は理解するが、行政側から再編等の提案を
することは難しいと考える。まずは地域の主体
性が重要。そのうえで行政のサポートも受けな
がら進めていくべきと考える。

問

答

 　市議を選挙で選びたいが見解は。
 　我々も選挙が必要と認識している。なり手不足

解消には何が必要かを考えていかなければなら
ない。

 　なり手対策として報酬を上げることも必要では。
 　なり手が少ない背景には報酬額も一つの要素と

認識している。ご意見は今後の議員報酬のあり
方を検討する際の参考とさせていただく。

問

答

問

答

新大橋会館　参加１９人
 　高齢者宅の間口除雪について、所得の関係で市

の補助制度の対象とならない方がいる。制度の
拡充を望む。

 　何度か制度が見直されており、今後も制度の検
討がされるものと思う。経済建設常任委員会で
は除排雪全般について協議し市に要望している。
今後も制度を含め協議を続けたい。

問

答

 　洪水のハザードマップが配布されたが、内容の説
明を行うなど、災害への備えが必要ではないか。

 　全てではないが町内会に行政側の担当者が出向
き、指導や説明を行っており、全市的な防災訓
練も行っている。

　　災害対応は自助も必要。他人任せにせず、自分
の命は自分で守るという意識も大切では。

問

答

 　集合住宅入居者の町内会未加入について、何か
手立てはないものか、特に大学生が町内会に関
わりを持ってくれるといいのだが。

 　市の取り組みも必要だが、町内会が主体的に加
入促進に取り組むことも必要だと感じる。大学
生に限定はできないが、今後の対策について議
論が必要な課題。

問

答

徳田区福祉会館　参加９人
 　ＪＲ名寄高校前駅新設の現状は。ＪＲ側として

は難しい課題と聞いているが、高校前への移設
には賛成。

 　具体的なことはまだ何も決まっていない。市長
の会見時に検討したい旨の発言があったという
段階と認識している。今後、地域住民、ＪＲ、
学校等と協議していくものと想定している。

問

答

 　市立図書館の老朽化が進んでいる。建て替えの
展望はあるのか。

 　現状では総合計画の個別計画に位置づけられて
いないため、具体的な時期は未定。総務文教常
任委員会で名寄市らしい図書館像について調査
研究を行っている（委員長報告を議会ホーム
ページに掲載中）。

問

答

 　地域に雪の重みで倒壊した空き家がある。行政
としての空き家対策はどうなっているか。

 　市内には空き家が330件あるとのこと。そのう
ち適正管理されていないものが54％。市から
所有者に対し適正な管理を求めているが、あく
までも個人の財産であり対応に苦慮している状
況と聞いている。

問

答

◇各会場からいただいたご意見◇

 

意
見 
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豊西福祉会館　参加１０人
 　建て替中の北斗団地は埋まる予定なのか。また、

コンパクトなまちづくりをすすめ、温浴施設や
高齢者が集える場所など、安心して定住できる
まちづくりに期待する。

 　北斗団地は埋まると推測している。日進の温浴
施設の改修計画では、今年度基本設計、来年度
実施設計の予定。

問

答

 　９月６日の停電について、名寄市内の被害状況
や問題点、対応すべきことなどは。

 　飲食店や宿泊施設などを中心に3,500万円ほど
の被害が報告された。復旧に地区で偏りがあっ
たがこれは北電の対応となる。今回の被害を教
訓に家庭での対策などの情報提供が必要だと考
えている。

問

答

 　市道の排雪について、ダンプ・運転手等の人手
不足もあるが、年１回の排雪の改善は。排雪の
仕方、考え方を変えれば効率的に実施出来るの
ではないか。

 　現在、２セットで排雪作業を実施している。市
の直営班で交差点排雪なども行っていることで
状況は改善されてきている。

問

答

仲町集会所　参加１２人
 　町内会の中に、老朽化した空き店舗がある。通

学路の歩道に面しており、落雪や鉄板の飛散な
ど、非常に危険で切迫した状況。具体的な対応
を検討してほしい。

 　所有者責任が基本だが、緊急的な課題として議
会としても認識している。名寄市独自の対応が
できるのかも含め課題として持ち帰る。

問

答

 　基金などを活用し道の駅をもっと魅力のある施
設にすべき。観光振興には拠点が必要。市民と
一緒に知恵を出し合い魅力ある観光施設を作っ
ては。

 　今後、学校改修も含め大きな投資が控えている。
財政状況を考えると余裕はないが、議会として
も有効な提言はしていきたい。

問

答

 　ゴミ収集方法に地区で違いがある。個別収集の
場合、カラスに荒らされ飛散している状況もあ
る。将来的にはステーション方式が望ましいの
では。効率もよくなり費用対効果も上がるはず。

 　合併当時は議会でも質問が出ていた。それぞれ
の特徴と歴史的経過があるため難しい課題だと
認識している。

問

答

風連日進コミュニティセンター　参加１３人
 　地域から旧日進小中学校のプールや自転車小屋

の廃材利用を望む声がある。市からは公有財産
を処分する場合、公に周知するなどの手続きが
必要と話があった。公売などを待っているが一
向に行われない。状況は。

 　改善が必要な施設や周辺の環境整備などの管理
運営の状況について市に確認していく。

問

答

 　老朽化した公共施設を整備するにあたっての計
画や財政展望は。

 　市は公共施設等総合管理計画を策定し、公共施
設の13％縮減を目標値に公共施設等の更新・統
廃合・長寿命化などを計画的かつ効率的に実施
するとしている。また、立地適正化計画も含め
公共施設の今後を検討している状況にある。

問

答

 　離農後に市街地の公営住宅に入居したくてもな
かなか入居できない状況。定住対策を含めて退去
後の改修を優先的に行い入居を促進すべきでは。

 　退去後の補修規模により、再入居に時間を要す
るケースがある。できるだけ早く修繕し多くの
市民が利用できるよう話をしているが、復元後
の入居が原則でありご理解願いたい。

問

答

◇各会場からいただいたご意見◇
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市
内
の
橋
梁
の
中
に
は
老
朽
化
が
著
し
い
も
の
が
あ
る
た
め
、
早
期

の
対
応
を
求
め
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
長
寿
命
化
へ
の
対
応
と
し
て

の
調
査
も
一
定
程
度
進
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
老
朽
度
合
い
や
安

全
面
を
考
慮
し
た
上
で
迅
速
か
つ
計
画
的
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
改
め
て
市
内
橋
梁
の
老
朽
化
対
策
に
つ
い
て
市
長
の
見
解
を
求
め

ま
す
。

【
回　

答
】

　

高
度
経
済
成
長
期
を
中
心
に
大
量
に
建
設
さ
れ
た
道
路
橋
は
、
建
設

後
約　

年
か
ら　

年
が
経
過
し
て
お
り
、
本
市
に
お
い
て
は
積
雪
寒
冷

40

50

地
と
い
う
地
域
特
性
か
ら
も
凍
結
融
解
な
ど
の
損
傷
や
老
朽
化
に
よ
る

損
傷
が
拡
大
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
市
内
の
管
理
橋
梁
は
２
４
４
橋
あ
り
、
建
設
後　

年
以
上
の

40

橋
梁
に
つ
い
て
は
全
体
の
約
５
割
、　

年
後
に
は
全
体
の
約
８
割
に
達

10

す
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
対
し
平
成　

年
に
策
定
し
た
「
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
」

25

に
よ
り
修
繕
工
事
が
必
要
と
の
判
定
と
な
っ
た　

橋
に
つ
い
て
、
平
成

25

　

年
度
か
ら
平
成　

年
度
に
か
け
て
の　

カ
年
で
、
交
通
量
の
多
い
幹

27

36

10

線
道
路
に
架
か
る
橋
梁
や
、
早
急
に
修
繕
を
行
う
事
に
よ
り
延
命
効
果

が
発
揮
で
き
る
橋
梁
に
つ
い
て
優
先
的
に
修
繕
工
事
を
進
め
て
お
り
、

平
成　

年
度
ま
で
に
８
橋
の
修
繕
を
完
了
し
、
今
後
は
残
り　

橋
の
修

30

17

繕
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成　

年
７
月
施
行
の
国
の
道
路
法
改
正
に
よ
り
、
従
来
の

26

点
検
方
法
で
あ
っ
た
「
遠
望
目
視
点
検
」
か
ら
「
近
接
目
視
点
検
」
に

変
更
と
な
り
、
５
年
に
１
回
の
点
検
が
義
務
化
さ
れ
た
こ
と
で
、
点
検

費
と
修
繕
工
事
費
の
バ
ラ
ン
ス
を
鑑
み
な
が
ら
、
計
画
的
に
事
業
を
進

め
て
い
け
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

９
月
６
日
に
発
生
し
た
胆
振
東
部
地
震
に
よ
る
大
規
模
停
電
、
い
わ

ゆ
る
「
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
」
の
際
の
対
応
に
つ
い
て
複
数
の
会
場
で
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
災
害
時
の
情
報
提
供
・
情
報
伝
達
な
ど
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
今
回
の
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
を
教
訓
と
し
改
め
て
見
直
し

万
一
の
事
態
に
備
え
る
べ
き
と
の
声
が
多
く
上
が
っ
て
い
ま
す
。
一
方

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
、
色
合
い
が
単
一
で
見
づ
ら
く
地
域
ご
と

に
拡
大
が
必
要
と
い
う
指
摘
も
あ
り
ま
し
た
。
今
後
の
災
害
時
の
対
応

に
つ
い
て
市
長
の
見
解
を
求
め
ま
す
。

【
回　

答
】

　

現
状
の
名
寄
市
の
災
害
時
の
情
報
伝
達
に
つ
き
ま
し
て
は
、
テ
レ

ビ
・
ラ
ジ
オ
・
緊
急
速
報
メ
ー
ル
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
・
登
録
制
メ
ー
ル
・
広
報
車
な
ど
の
情
報
伝
達
手
段
を
活
用
し
て
お

り
ま
す
。

　

平
成　

年
胆
振
東
部
地
震
に
伴
う
停
電
の
際
に
は
、
広
報
車
や
市
フ

30

ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
な
ど
、
限
ら
れ
た
情
報
伝
達
手
段
の
中

で
の
住
民
周
知
と
な
り
、　

停
電
時
で
の
情
報
伝
達
手
段
に
つ
い
て
は
、

脆
弱
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
一
層
の
情
報
伝

達
手
段
の
多
様
化
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

情
報
伝
達
手
段
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
長
所
や
短
所
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ど
の
よ
う
な
手
法
が
必
要
で
効
果
的
な
の
か
な
ど
の
研
究

を
進
め
、
万
が
一
の
事
態
に
備
え
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
色
合
い
や
拡
大
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
回
以
降

の
作
成
に
向
け
て
の
研
究
課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
活
用
方
法
や
浸
水
想
定
区
域
図
の
見

方
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
も
、
市
の
防
災
訓
練
や
出
前
講
座
な
ど
の
機
会

市
民
要
望
に
対
す
る
市
長
の
回
答

１　
 
市
内
の
橋
梁
の
老
朽
化
対
策
に
つ
い
て

２　
 
９
月
６
日
の
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
を
教
訓
と

し
た
今
後
の
災
害
時
の
対
応
に
つ
い
て
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に
お
い
て
、
継
続
し
て
周
知
し
て
い
け
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
水
害
・
地
震
・
雪
害
な
ど
、
想
定
さ
れ
る
様
々
な
災
害
に

備
え
る
た
め
、
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
や
市
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
、

自
助
・
共
助
力
の
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
か
ら
、
防
災
力
の
向
上
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

名
寄
市
立
総
合
病
院
の
駐
車
場
の
ス
ペ
ー
ス
不
足
を
指
摘
す
る
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
休
日
明
け
の
混
雑
時
に
は
駐
車
が
で
き
ず
、

住
宅
街
へ
の
駐
車
や
路
上
駐
車
が
目
立
ち
冬
場
に
お
い
て
は
交
通
に
も

支
障
を
き
た
す
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
２
階
建
て
の
検
討
や
有
料
化

に
す
る
な
ど
の
対
策
が
必
要
と
の
意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
後
の

名
寄
市
立
総
合
病
院
の
駐
車
場
に
つ
い
て
市
長
の
見
解
を
求
め
ま
す
。

【
回　

答
】

　

名
寄
市
立
総
合
病
院
は
、
上
川
北
部
二
次
医
療
圏
に
お
い
て
唯
一
の

急
性
期
医
療
を
提
供
し
て
い
る
た
め
市
内
や
広
域
か
ら
多
く
の
来
院
が

あ
り
ま
す
。
こ
こ
数
年
は
外
来
患
者
数
が
減
少
傾
向
で
し
た
が
、
本
年

度
は
圏
域
内
の
医
療
機
能
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
な
ど
も
あ
り
、
外
来

患
者
数
が
少
し
増
加
し
１
日
平
均
約
８
９
０
人
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

相
応
し
て
一
人
あ
た
り
の
滞
在
時
間
が
長
く
な
る
こ
と
か
ら
、
駐
車
場

の
混
雑
が
解
消
さ
れ
に
く
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

新
館
の
建
設
事
業
以
来
取
り
組
ん
で
き
た
一
連
の
駐
車
場
整
備
事
業

は
、
平
成　

年
度
で
完
了
し
ま
し
た
が
、
契
約
終
了
予
定
で
あ
っ
た
民

29

間
駐
車
場
に
つ
い
て
も
継
続
し
て
借
用
し
な
が
ら
駐
車
場
の
確
保
に
努

め
て
い
ま
す
。
立
体
駐
車
場
を
設
置
す
る
案
は
過
去
に
検
討
し
た
経
過

が
あ
り
ま
す
が
、
建
設
費
用
や
将
来
的
な
土
地
活
用
な
ど
か
ら
断
念
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
第
１
駐
車
場
を
有
料
化
す
る
た
め
の
協
議
と
準
備
は
す
で
に

行
っ
て
い
ま
す
が
、
混
雑
す
る
時
間
帯
に
周
辺
道
路
や
交
差
点
で
渋
滞

の
発
生
が
予
想
さ
れ
、
都
市
部
の
病
院
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
病
院
周

辺
で
の
路
上
駐
車
が
よ
り
増
加
す
る
こ
と
で
、
交
通
事
故
の
増
加
や
住

宅
街
へ
の
悪
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
現
時
点
で
は
有
料
化
し
て
い

ま
せ
ん
。

　

今
後
は
、
人
口
減
少
と
連
動
し
て
緩
や
か
に
患
者
数
も
減
少
し
て
い

く
と
推
計
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、
周
辺
に
活
用
で
き
る
敷
地
も
少
な
い

た
め
、
こ
れ
以
上
の
駐
車
場
整
備
は
困
難
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ど
う
し
て
も
対
応
が
必
要
と
の
ご
意
見
が
強
い
場
合
は
、
外
来
の
予

約
数
を
制
限
し
て
受
入
患
者
数
で
調
整
す
る
こ
と
も
選
択
肢
で
す
が
、

病
院
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

ご
来
院
の
皆
様
に
は
、
で
き
る
だ
け
公
共
交
通
機
関
な
ど
を
ご
利
用

い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
し
、
病
院
と
し
て
は
、
業
務
の
改
善
や
職
員

の
協
力
な
ど
に
よ
り
少
し
で
も
改
善
で
き
る
よ
う
対
応
し
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

　

過
疎
化
や
少
子
化
等
の
影
響
も
あ
り
お
墓
を
継
ぐ
人
が
い
な
く
な
っ

て
き
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
共
同
墓
地
の
必
要
性
を
求
め
る
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
隣
の
士
別
市
に
お
い
て
も
共
同
墓
地
が
造
ら
れ
ま
し

た
が
、
名
寄
市
と
し
て
共
同
墓
地
の
設
置
に
対
す
る
考
え
方
に
つ
い
て

市
長
の
見
解
を
求
め
ま
す
。

【
回　

答
】

　

近
年
、
お
墓
の
継
承
者
が
い
な
い
た
め
、
墓
じ
ま
い
を
さ
れ
る
ケ
ー

ス
や
放
置
さ
れ
る
無
縁
墳
墓
問
題
、
孤
独
死
や
遺
族
の
遺
骨
引
き
取
り

拒
否
に
よ
る
無
縁
者
の
対
策
が
全
国
的
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
道
内
に
お
い
て
も
同
様
の
状
況
で
あ
り
、
お
墓
を
維
持
管
理
す
る

こ
と
が
困
難
な
方
の
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
、
呼
び
方
は
違
い
ま
す
が
、

共
同
墓
、
合
葬
墓
、
合
同
墓
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
そ
う
し

た
お
墓
を
設
置
す
る
自
治
体
が
増
え
て
い
る
現
状
に
あ
り
ま
す
。

　

本
市
と
し
ま
し
て
も
、
共
同
墓
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
設
置
自
治
体
の
取
扱
の
中
で
、
他
の
方
の
焼
骨
と
の
混
同
、

納
骨
後
は
引
取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
、
冬
期
間
に
お
け
る
利
用
制

限
、
宗
教
的
な
行
事
の
制
限
、
ま
た
、
設
置
し
た
際
の
専
任
職
員
の
配

置
や
公
費
で
の
設
置
し
て
維
持
管
理
す
る
こ
と
に
対
す
る
公
平
性
や
何

よ
り
血
縁
者
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
維
持
の
観
点
な
ど
か
ら
共
同
墓

の
設
置
に
関
し
て
は
慎
重
な
立
場
で
お
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
当
市
民
要
望
が
あ
る
と
お
り
、
市
民
意
見
の
中
に

も
共
同
墓
の
設
置
を
求
め
る
声
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
安
心
し
て
住
み
続

３　
 
名
寄
市
立
総
合
病
院
の
駐
車
場
に
つ
い
て

４　
 
共
同
墓
地
に
つ
い
て
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け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
も
、
設
置
に
向
け
た
検
討
は
必
要

な
時
期
を
迎
え
て
い
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、
市
民
ニ
ー
ズ
調
査
も
含
め
、
設
置
の
必
要
性
や
施
設
の
規
模

な
ど
、
少
し
踏
み
込
ん
だ
内
容
に
つ
い
て
、
様
々
な
皆
様
の
ご
意
見
を

頂
き
な
が
ら
、
総
合
計
画
の
ロ
ー
リ
ン
グ
の
中
で
議
論
を
進
め
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

全
国
的
な
問
題
で
も
あ
る
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
、
名
寄
市
に
お
い

て
も
安
全
面
や
防
犯
な
ど
の
面
で
も
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
き
て
お
り
、

行
政
と
し
て
早
急
な
対
応
を
求
め
る
声
が
今
回
も
複
数
の
会
場
で
出
さ

れ
ま
し
た
。
個
人
の
財
産
に
対
す
る
行
政
の
対
応
に
限
界
が
あ
る
こ
と

は
理
解
し
つ
つ
も
、
市
民
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
危
険
家
屋

も
散
見
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
被
害
防
止
を
含
め
た
早
急
な
対

応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
の
名
寄
市
に
お
け
る
空
き
家
対
策
に

つ
い
て
市
長
の
見
解
を
求
め
ま
す
。

【
回　

答
】

　

本
市
で
は
、
空
家
等
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進

す
る
た
め
、
平
成　

年
５
月
に
完
全
施
行
さ
れ
た
空
家
等
対
策
の
推
進

27

に
関
す
る
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
、
平
成　

年
度
に
名
寄
市
空
家
等
対

28

策
協
議
会
を
設
置
し
、
同
年
８
月
に
は
名
寄
市
空
家
等
対
策
計
画
を
策

定
し
て
き
ま
し
た
。
市
で
は
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
空
家
等
の
利
活
用

の
促
進
と
、
所
有
者
自
ら
適
正
管
理
を
し
て
頂
く
啓
発
の
取
り
組
み
を

重
点
課
題
と
位
置
付
け
、
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

空
家
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
市
内
宅
地
建
物
業
者
と
連
携
し
空
家
の

有
効
活
用
を
促
進
す
る
た
め
名
寄
市
空
家
バ
ン
ク
を
開
設
し
、
併
せ
て

広
報
な
よ
ろ
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
周
知
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
適
正
管
理
さ
れ
て
い
な
い
危
険
な
空
家
の
所
有
者
に
対
し
て
は
、
空

家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
所
有
者
及
び
管
理

義
務
の
あ
る
方
を
特
定
し
、
適
正
管
理
に
向
け
た
通
知
を
行
う
こ
と
に

よ
り
所
有
者
自
ら
除
却
等
に
取
り
組
ん
で
頂
い
て
い
る
状
況
で
あ
り
ま

す
。

　

空
家
は
個
人
の
私
有
財
産
で
あ
り
ま
す
の
で
、
行
政
の
対
応
と
し
て

は
限
界
が
あ
り
ま
す
が
、
今
回
要
望
頂
き
ま
し
た
今
後
の
空
家
対
策
と

し
ま
し
て
は
、
従
来
か
ら
の
広
報
な
よ
ろ
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
通

じ
た
適
正
管
理
の
周
知
啓
発
を
継
続
し
、
問
題
の
あ
る
所
有
者
等
に
対

し
て
は
、
過
去
の
対
応
状
況
を
勘
案
し
な
が
ら
、
現
状
把
握
が
で
き
る

よ
う
詳
細
な
情
報
を
都
度
伝
え
て
適
正
管
理
の
お
願
い
を
実
施
す
る
と

共
に
、
改
善
が
見
ら
れ
な
い
所
有
者
に
対
し
て
は
面
談
も
視
野
に
入
れ

た
適
正
管
理
の
お
願
い
な
ど
を
含
め
粘
り
強
く
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
今
後
も
緊
急
性
・
安
全
上
問
題
の
あ
る
場
合
に
は
名
寄
警
察
署
・

名
寄
消
防
署
な
ど
各
関
係
機
関
と
も
連
携
し
対
応
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

現
在
、
市
内
に
空
家
を
持
つ
所
有
者
等
の
多
く
が
、
自
ら
責
任
を
持

っ
て
積
極
的
に
除
却
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、

引
き
続
き
市
内
の
空
家
の
動
向
把
握
に
努
め
、
状
況
を
注
視
し
名
寄
市

空
家
等
対
策
協
議
会
や
空
家
等
対
策
庁
内
検
討
委
員
会
等
に
も
ご
意
見

を
伺
い
な
が
ら
施
策
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
に
郊
外
農
村
地
区
に
お
い
て
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
が
後
を
絶
た
ず
、

対
応
を
求
め
る
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
看
板
の
設
置
や
防
犯
灯
の
増

設
等
に
よ
る
抑
止
対
策
が
必
要
と
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後

の
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
対
策
に
つ
い
て
市
長
の
見
解
を
求
め
ま
す
。

【
回　

答
】

　

ご
み
の
ポ
イ
捨
て
や
不
法
投
棄
が
あ
っ
た
場
合
は
通
報
を
い
た
だ
き
、

現
地
を
確
認
の
う
え
再
発
防
止
の
た
め
の
看
板
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
郊
外
地
区
の
ポ
イ
捨
て
ご
み
が
あ
と
を
絶
た
な
い
状
況
も
把

握
し
て
い
る
こ
と
か
ら
設
置
の
し
や
す
さ
や
視
認
性
を
検
討
の
う
え

「
の
ぼ
り
」
に
よ
る
啓
発
方
法
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
の
ぼ
り
の
設
置

に
よ
る
ポ
イ
捨
て
や
不
法
投
棄
の
抑
止
効
果
は
、
他
の
市
町
村
に
お
い

て
も
実
績
が
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
成　

年
度
に
向
け
て
準

31

備
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

使
用
方
法
と
し
て
は
、
基
本
的
に
は
ポ
イ
捨
て
が
発
生
し
て
い
る
町

内
会
や
土
地
所
有
者
等
に
貸
し
出
し
に
よ
る
方
法
と
し
、
直
ち
に
設
置

す
べ
き
と
判
断
し
た
場
合
は
市
が
設
置
す
る
よ
う
検
討
中
で
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
や
不
法
投
棄
に
関
し
て
は
、

個
人
の
モ
ラ
ル
の
問
題
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
に
お
い
て
も
ポ
イ

５　
 
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

６　
 
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
対
策
に
つ
い
て
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捨
て
を
含
む
不
法
投
棄
防
止
に
向
け
た
啓
発
活
動
を
展
開
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

通
学
路
の
除
排
雪
体
制
の
強
化
を
求
め
る
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
豊
西
小
学
校
の
閉
校
に
伴
い
、
南
小
学
校
へ
通
う
通
学
路
が
複
雑

に
な
っ
た
影
響
も
あ
り
、
除
排
雪
が
十
分
に
行
き
届
い
て
い
な
い
箇
所

が
一
部
に
見
ら
れ
る
と
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
児
童
生
徒
の
安
心
安

全
の
た
め
の
今
後
の
通
学
路
の
除
排
雪
に
つ
い
て
市
長
の
見
解
を
求
め

ま
す
。

【
回　

答
】

　

こ
の
間
、
通
学
路
の
歩
道
除
雪
に
つ
い
て
は
、
警
察
や
教
育
委
員
会

な
ど
と
協
議
す
る
と
と
も
に
、
学
校
か
ら
の
要
望
や
地
域
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
か

ら
の
要
望
を
い
た
だ
い
た
際
に
、
幅
員
や
安
全
性
な
ど
を
考
慮
し
、
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
街
地
の
除
雪
に
お
い
て
は
、
交
通
安
全
な
ど
の
観
点
か
ら
、

通
勤
通
学
時
間
ま
で
に
除
雪
を
完
了
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
降
雪
が

　

㎝
、
ま
た
は
見
込
む
場
合
、
吹
込
み
に
よ
る
吹
き
溜
ま
り
が
確
認
さ

10れ
た
場
合
に
、
出
動
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
名
寄
地
区
で
は
概

ね
２
時
ま
で
に
は
出
動
を
判
断
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
た
め
、
そ
れ
以

降
の
降
雪
や
昼
間
の
降
雪
に
つ
い
て
の
出
動
は
、
安
全
性
が
担
保
さ
れ

な
い
た
め
出
動
で
き
な
い
状
況
で
す
。

　

本
市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
道
路
上
に
堆
積
さ
れ
た
雪
山

に
よ
り
、
通
行
が
危
険
、
ま
た
は
安
全
確
認
が
難
し
い
と
判
断
さ
れ
る

場
合
に
は
適
宜
交
差
点
排
雪
を
実
施
し
、
安
全
安
心
な
道
路
空
間
の
確

保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
ご
指
摘
い
た
だ
き
ま
し
た
通
学
路
の
歩
道
除
雪
に
つ
き
ま

し
て
は
、
道
路
幅
員
や
路
線
状
況
を
考
慮
す
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
引
き
続
き
、
児
童
や
歩
行
者
の
安
全
確
保
が

図
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

現
在
利
用
さ
れ
て
い
な
い
公
有
財
産
の
管
理
等
に
つ
い
て
指
摘
が
あ

り
、
特
に
閉
校
後
の
学
校
施
設
の
管
理
が
十
分
に
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、

対
応
を
求
め
る
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
施
設
等
に
お
い
て
利
用

可
能
な
物
品
や
、
廃
材
な
ど
を
譲
り
受
け
再
利
用
し
た
い
と
の
要
望
が

あ
り
、
一
定
の
ル
ー
ル
に
則
っ
た
上
で
対
応
し
て
ほ
し
い
と
の
声
も
上

が
っ
て
い
ま
す
。
利
用
さ
れ
て
い
な
い
公
有
財
産
の
管
理
等
に
つ
い
て

市
長
の
見
解
を
求
め
ま
す
。

【
回　

答
】

　

閉
校
後
の
学
校
施
設
の
維
持
管
理
に
つ
き
ま
し
て
は
、
風
連
地
区
で

は
町
内
会
や
地
域
団
体
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
学
校
敷
地
の
草
刈
り
等
の
維

持
管
理
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
そ
れ
以
外
の
敷
地
の
草
刈
り
や

施
設
の
雪
降
ろ
し
等
に
つ
い
て
は
本
市
に
お
い
て
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

遊
休
地
や
老
朽
化
し
た
施
設
等
の
普
通
財
産
が
増
加
し
て
き
て
い
る
状

況
で
あ
り
ま
す
が
、
少
し
で
も
き
め
細
や
か
な
対
応
に
心
が
け
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
施
設
等
に
お
い
て
利
用
可
能
な
物
品
や
廃
材
に
関
す
る
、
個

人
と
し
て
の
利
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、
公
共
用
又
は
公
益
事
業
の
用
に

供
す
る
利
用
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
処
分
に
つ
い
て
は
広
く
募
集
す
る

等
検
討
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
更
に
は
、
施
設
の
解
体
や
移
設
を

要
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
解
体
業
者
で
は
な
く
個
人
が
行
う
解
体
・
移

設
作
業
、
移
設
後
の
施
設
に
対
し
て
の
安
全
面
の
問
題
も
考
慮
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
そ
の
よ
う
な
場
合
は
公
募
公
売
で
の
処
分
の
検
討
も
必
要
で

あ
り
ま
す
が
、
入
札
と
な
る
と
施
設
か
ら
出
る
廃
材
の
価
格
よ
り
解
体

費
用
の
方
が
大
き
く
な
り
、
処
分
に
か
か
る
費
用
に
つ
い
て
市
の
財
政

負
担
が
発
生
す
る
場
合
も
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
財
産
の
処
分
や
立

木
の
伐
採
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
老
朽
度
合
い
や
他
施
設
と
の
優
先
順

位
等
を
踏
ま
え
て
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
本
市
で
活
用
す
る
見
込
み
の
な
い
施
設
等

の
整
理
に
つ
き
ま
し
て
は
、
処
分
期
限
や
方
法
等
に
つ
い
て
統
一
し
た

ル
ー
ル
作
り
を
行
う
と
と
も
に
、
町
内
会
や
利
用
者
等
と
も
施
設
の
利

活
用
等
に
つ
い
て
も
し
っ
か
り
と
意
見
交
換
を
し
、
速
や
か
に
か
つ
丁

寧
な
説
明
を
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
ご
理
解
願
い
ま
す
。

８　
 
利
用
さ
れ
て
い
な
い
公
有
財
産
の
管
理
等
に
つ
い
て

７　
 
通
学
路
の
除
排
雪
対
策
に
つ
い
て
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議会だより　増 刊 号

名寄市議会だより（増刊号）　平成31年3月1日
名寄市議会だよりは再生紙を使用しています。

資源を大切に、ごみの減量・リサイクルにご協力下さい。
発行:名寄市議会　編集:議会報特別委員会　TEL（01654）３−２１１１
◆インターネットホームページアドレス　http://www.city.nayoro.lg.jp/assembly/

ご回答いただきましたアンケートの集約結果は次のとおりです。また、ご回答いただいた市民の皆さ
まは86人で、回答率は76.1％となっています。※（　）の数字は回答者数です。

問１：あなたの年齢は？
　　①20代（０人）　②30代（０人）　③40代（１人）　④50代（６人）
　　⑤60代（30人）　⑥70代以上（49人）　未回答（27人）
問２：あなたの性別は？
　　男（75人）　女（11人）　未回答（27人）
問３：今回を含め、これまでに『市民との意見交換会』及び『議会報告会』に何回出席したことがあ

りますか？
　　①１回（43人）　②２回（11人）　③３回（７人）　④４回（５人）
　　⑤５回以上（12人）　未回答（35人）
問４：今回の『市民との意見交換会』の内容はどうでしたか？
※全体的に⇒①よかった（40人）　②ふつう（29人）　③よくなかった（１人）　未回答（43人）
※報告内容⇒①わかりやすかった（24人）　②ふつう（40人）　③わかりづらかった（１人）　未回答（48人）
※意見交換内容⇒①よかった（35人）　②ふつう（29人）　③よくなかった（０人）　未回答（49人）
※今後改善すべきことがあればお書きください。
　諮今後も開いてほしい。（２件）諮停電時の対応に関し、もう少し対策を考えての回答がほしかった。
　諮市議会が市民に理解出来るようなＰＲが必要。諮内容的に市民が集まれるような対策があればいいと思う。
　諮一人で質問して他の人が質問出来ないところがあった。諮議員側から参加者（全地域）に問いたいことを提案出来ないか。
　諮質問者の不満ばかりが多く出された。前向きな意見がほしい。諮質問者が本人の基準で質問しては駄目だと感じた。
　諮報告を全て読んでいた。要点のみの報告でいいのでは。諮議員の人数をもっと多くしたらよい。
　諮土日開催もいいと思う。諮意見、要望が速やかに達成されればよい。
　諮市民の貴重な意見の数々を汲み取って議会に繁栄してほしい。
問５：議会だよりはお読みになりますか？
　　①毎回読んでいる（52人）　②たまに読んでいる（30人）　③読まない（１人）　未回答（30人）
問６：議会ホームページはご覧になりますか？
　　①よく見ている（６人）　②たまに見ている（33人）　③まったく見ない（37人）
　　④見方がわからない（０人）　⑤見る手段がない（１人）　未回答（36人）
問７：議会中継（同時中継、録画中継を含め）はご覧になったことがありますか？
　　①よく見ている（７人）　②たまに見ている（20人）　③まったく見ない（46人）
　　④見方がわからない（０人）　⑤見る手段がない（１人）　未回答（39人）
問８：議会を傍聴したことがありますか？
　　① 傍聴したことがある（34人）（平均３．８回程度）
　　② 傍聴したことがない（48人）  未回答（31人）
問９：議会に対してご意見等があれば、自由にお書きください。
　諮今のままでよい。頑張っていると思う。諮議会を市民の人達にもっと傍聴してほしい。
　諮高校生の議会見学を盛り込む事が出来ないか。諮市民がいつも行けるような議会にしてほしい。
　諮市の執行をしっかりチェックしてほしい。諮市議との交流がほとんどないので、意見交換会は良かったと思う。（２件）
　諮市議は市民と市との“懸け橋”的な存在なので、今後も市民の声を聞いてほしい。
　諮質問通告の各項目について具体的に聞きたいことをもう少し細かく記載出来ないか。議員が何を目的として質問したい

のか通告だけでは意味が理解出来ない。
　諮もっともっと行政に入り込んで、反対の意見があっても市民のためになると思うものは改善してほしい。選挙が近づく時

こそ相反する努力にも大きな心でいける、全てに開拓精神を持ち頑張ってほしい。
　諮意見交換会の意見の内容に対して、これという回答はないまでも参考になる回答があった。参加してよかった。
　諮質問の意図がわからない議員さんの質問が見受けられる。聞きっぱなしの一般質問には疑問がある。
　諮一度傍聴に行ってみたい。
　諮市議は市民から選出されていることを肝に銘じて、真に市民の意見に耳を傾けて積極的に取り組んでほしい。
　諮市民に対して公平公正の行政が推し進められるよう議員の働きを期待している。
　諮人口減は避けられない現状から、コンパクトなまちづくりに努めてほしい。

平成30年度「市民との意見交換会」アンケート結果


